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レジンコンクリートは、セメントと水を一切使用せず、結合材である熱硬化性樹脂（液状レジン）
に乾燥させた骨材及び充てん材（フィラー）を加えて練り混ぜて固めた材料です。

レジンコンクリートの固化機構は、セメントコンクリートのようにセメント
と水の水和反応によるものではなく、熱硬化性樹脂の重合反応により
高い結合力で短時間に固化させるものです。
このため、レジンコンクリートは、圧縮・曲げ・引張などの高強度特性を
有するほか、耐食性・水密性・耐摩耗性・遮塩性などに優れる多機能
な材料です。
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■供用年数 ： 12年
■腐食環境条件 ： Ⅰ種 (マンホールの腐食状態より推定)
■設置場所 ： 上流は汚水中継ポンプ場からの圧送吐出し

［調査製品：レジンコンクリート製マンホール］ 
■供用期間 ： 10年以上
■腐食環境条件 ： Ⅰ種 (平均硫化水素濃度53.8ppm)
■設置場所 ： 下水処理場内

人孔内の
平均硫化
水素濃度
50ppm
（推定）

〈主な改正内容〉

■試験体 ： レジンコンクリート供試体、セメントコンクリート供試体
■試験期間 ： 2年
■腐食環境条件 ： Ⅰ種 (平均硫化水素濃度80ppm)
■設置場所 ： 下水処理場内

試験結果 
・ レジンコンクリート供試体は、外観は暗灰色から明灰色へ色調変化があるのみで、寸法・形状・質量は
　ほとんど変化は認められませんでした。
・ レジンコンクリートの圧縮強度は、多少のバラツキがあるものの、強度低下は認められませんでした。

①全管種・呼び径に内水圧規定（内水圧に対する管体性能）
　を追加しました。
②呼び径範囲を拡大しました。
　（RM1710φ、RT1650φを追加）
③管の有効長2,430mmのものについて、有効長800mm
　を追加しました。
④外圧強さの見直しを行い、外圧強さに破壊荷重の規定を
　追加しました。

日本下水道協会規格のJSWAS K-12につきまして、
平成28年8月1日に改正を行いました。

調査結果 

試験結果 

調査方法

標準管

半管

1/3管

・ 目視観察及び打診調査により健全な状態であることを確認しました。
・ マンホール表面は軽く洗浄すると、洗浄ブラシが写るほど鏡面状態を維持しています。

推進工法用レジンコンクリート管は、
近年の下水道管路に求められる機能
を全て満した優れた管です。

マンホール内に突き出した管よりコアを採取しました。
コア供試体の圧縮強度試験を行い、試験値に補正係数を
乗じて布設管の強度を推定しました。

布設管は、腐食環境条件Ⅰ種で12年間供用後も90N/mm2

以上の強度を保持していることが確認されました。

※注．k：補正係数（＝0.863）
補正係数は工場在庫のRS形350より採取したφ29×19hのコアと、
日常管理を行うφ75×h150の圧縮強度試験値の関係から算出して
います。

［下水処理施設暴露試験］

形状をとどめない
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【RS形】 【RM形】

６面をレジンコンクリートパネル
で被覆した試験体

内水圧試験状況写真 中大口径管内水圧試験状況写真 小口径管

レジンコンクリートの圧縮強度が90N/m㎡以上と大きいため、管厚を薄くしても大きな耐荷力を有しています。特に、
RM形・RT形はヒューム管と比較して、1.1～1.8倍の耐荷力を有しているため、長距離推進に適しています。
日本下水道協会規格JSWAS K-12-2016では、急曲線推進可能な1/3管も規格に追加されています。

レジンコンクリートは、普通セメントコンクリートと比較
して10倍以上の耐摩耗性を有しているため、流下砂
礫や水圧による摩耗が懸念される箇所にも有効です。

レジンコンクリート管本体は、剛性管ですが、可とうゴム
を管に埋め込み一体成形することにより可とう性を発
揮します。
矢板付近等で不同沈下によって胴折れの発生する可
能性がある箇所で使用されています。
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腐食環境条件 適　　　用 平均硫化水素ガス濃度 腐食状況の程度

硫化水素の発生要因近傍
で、硫化水素ガスの滞留が
多く、腐食が厳しい環境。
（維持管理上、発生源対策
を必要とする。）

硫化水素の発生要因に近
傍しているが、硫化水素ガ
スの滞留は少なく、腐食速
度が小さい環境。

硫化水素の発生要因に近
傍し、硫化水素ガスの滞留
があり、腐食速度が緩やか
な環境。
（発生源対策を必要とする
場合と必要としない場合が
ある。）

放置した場合、供用年数
10年未満で劣化度Aラ
ンクに達する腐食環境を
想定。

放置した場合、供用年数
10年未満で劣化度Cラ
ンクに達する腐食環境を
想定。

放置した場合、供用年数
10年未満で劣化度Bラ
ンクに達する腐食環境を
想定。

平均硫化水素ガス
濃度50ppm以上と
する。

劣化度Aランク
（鉄筋が露出し
ている状態）

劣化度Bランク
（骨材が露出し
ている状態）

劣化度Cランク
（コンクリート表
面が荒れた状
態）

平均硫化水素ガス
濃度10ppm未満と
する。

平均硫化水素ガス
濃度10～50ppmと
する。

0.2MPa
RSJS・RSJA
RSJB・RJC

【RT形】

雨水貯留管、サイホン管
農業用パイプラインなど、内外圧が
同時に作用する箇所に利用できます。



■RS（5P）形
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●耐震性を考慮したRSJA（呼び径200～350）、RSJB（呼び径400～700）は、Lc、Lc1のみ（　）内の寸法で、他の寸法は全て標準タイプのRSJSと同じです。
●RS（5P）形φ300～φ500はヒューム管用推進機で施工可能です。
※1 塩ビ管φ250・φ300用推進機で施工可能ですが、推進機の加工が必要となる場合があります。
※2 ヒューム管φ500・φ600用推進機を加工して施工可能です。

JSWAS K-12

■RM（6P）形

■RT（7P）形

単位:mm-2016

JSWAS K-12 単位:mm-2016

JSWAS K-12 単位:mm-2016

●耐震性を考慮したRSJB（呼び径290～760）は、Lc、Lc1のみ（　）内の寸法で、他の寸法は全て標準タイプのRSJSと同じです。

●耐震性を考慮したRSJB（呼び径250～700）は、Lc、Lc1のみ（　）内の寸法で、他の寸法は全て標準タイプのRSJSと同じです。

マシン
呼び径継手区分 呼び径 内径

D D1 D1 D2 外径
D0

管厚
T 標準管

1000

1200

半管

－

800

1/3管

有効長
L ℓπ

（Dc+2t） （kg）π
カラー 標準管

参考重量
Lc Lc1 tc Dc

マシン
呼び径 呼び径継手区分 内径
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T
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－
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584

640

760

880

55

57

60

63

67

70

80
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マシン
呼び径継手区分 呼び径 内径

D D1 D1 D2 外径
D0

管厚
T

1000

1200

－

800

ℓπ
（Dc+2t） （kg）π

カラー 標準管
参考重量

Lc Lc1 tc Dc

RSJS
［RSJB］

■推進管の形状 呼び径 800～1710

ＲＳＪＳ ＲＳ(5P)

ＲＳＪＡ ＲＳ(5P)

ＲＳＪＢ ＲＳ(5P)

ＲＳＪＳ ＲＭ(6P)

ＲＳＪＢ ＲＭ(6P)

ＲＪＣ ＲＭ(6P)

ＲＳＪＳ ＲＴ(7P)

ＲＳＪＢ ＲＴ(7P)

ＲＪＣ ＲＴ(7P)
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ＲＪＣ ＲＭ-Ｔ(6P)

ＲＪＣ ＲＴ-Ｓ(7P)

ＲＪＣ ＲＴ-Ｔ(7P)
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(0.5MPa)

水  圧
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継手性能 管体性能

6P
(0.6MPa)
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(0.7MPa)

6P
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7P
(0.7MPa)

200～  700

200～  350

400～  700

290～  760

290～  760

840～1710

250～  700

250～  700

800～1650

1060～1710

1060～1710

1000～1650

1000～1650

種類の記号
種　類

形　状

標 準 管

半　　管
※1/3管

ＲＳ

ＲＭ

ＲＴ

Ｓ

Ｔ

Ｓ

Ｔ

RM

ＲＴ

中押管

呼び径の範囲

■RM（6P）形 JSWAS K-12 単位:mm-2016

●RT形の呼び径1000（mm）以上は中押管も対応可能です。

●RM形の呼び径1060（mm）以上は中押管も対応可能です。

マシン
呼び径 呼び径

内径
D D1 D1 D2

800

900

1000

1100

1200

1350

1500

1650

840

950

1060

1160

1270

1420

1580

1710

840

950

1060

1160

1270

1420

1580

170

2931

3308

3685

4030

4407

4910

5475

6010

933

1053

1173

1283

1403

1563

1743

1913

942

1062

1182

1292

1412

1576

1756

1926

960

1080

1200

1310

1430

1600

1780

1950

60

65

70

75

80

90

100

120

951

1071

1191

1301

1421

1588

1768

1938

3016

3393

3770

4115

4492

5027

5592

6126

920

1120

1340

1570

1830

2315

2865

3728

2430 60 30 82 320 170
4.5

6.0

934

1054

1174

1284

1404

1572

1752

1922

D3 外径
D0

管厚
T 標準管

1200

半管

800

1/3管

有効長
L ℓ1 ℓ2 ℓ3π

（Dc+2t） （kg）π

カラー 標準管
参考重量Lc Lc1 tc Dc

継手区分

RJC

■RT（7P）形 JSWAS K-12 単位:mm-2016

内径
D D1 D1 D2

800

900

1000

1100

1200

1350

1500

1650

800

900

1000

1100

1200

1350

1500

1650

800

900

1000

1100

1200

1350

1500

1650

2931

3308

3685

4030

4407

4910

5475

6010

933

1053

1173

1283

1403

1563

1743

1913

942

1062

1182

1292

1412

1576

1756

1926

960

1080

1200

1310

1430

1600

1780

1950

80

90

100

105

115

125

140

150

951

1071

1191

1301

1421

1588

1768

1938

3016

3393

3770

4115

4492

5027

5592

6126

1195

1510

1860

2140

2555

3125

3885

4458

2430 60 30 82 320 170
4.5

6.0

934

1054

1174

1284

1404

1572

1752

1922

D3 外径
D0

管厚
T

1200 800

ℓ1 ℓ2 ℓ3π
（Dc+2t） （kg）π

カラー 標準管
参考重量Lc Lc1 tc Dc

継手区分

RJC標準管 半管 1/3管

有効長
L

標準管 半管 1/3管

有効長
L

標準管 半管 1/3管

有効長
Lマシン

呼び径 呼び径



 
(290)
(340)
(390)
(440)
(490)
(540)
(650)
(760)
(840)
(950)
(1060)
(1160)
(1270)
(1420)
(1580)
(1710)

200
250
300
350
400
450
500
600
700
800
900
1000
1100
1200
1350
1500
1650

38 50

41
44
47
49
51
53

54
58
62
64
67
69

59
62
65
69
72
76
82
89
76
80
82
84
89
97
108
135

98
103
107
112
121
127
133
138
102
110
119
123
127
136
145
151

45
47
50
53
55
58
63
68
58
61
63
64
68
74
82
102

75
79
82
86
93
97
102
106
78
84
91
94
97
104
110
114

呼び径
ひび割れ荷重 破壊荷重

RS形 RM形 RT形 RS形 RM形 RT形

【周面せん断力を考慮した耐震計算(呼び
径800㎜以上)】
耐震レベル2設計の照査において、周面
せん断力を考慮した耐震計算を行う場合
は、左表の破壊荷重を補正係数ＣS＝
0.45で除した値を破壊荷重として、破壊
保証モーメントを算出する。

RJC RM (6P) 1710 外圧試験状況

軸方向耐圧強さ試験（小口径管）

日本大学（船橋市）30MN
試験機での検証結果

軸方向耐圧強さ試験（大口径管）

呼び径
（mm）

200
250
300
350
400
450
500
600
700

2.00
2.00
2.00
2.00
2.43
2.43
2.43
2.43
2.43

17.5
17.5
17.5
17.7
17.7
17.7
17.7
22.7
22.7

35.0
35.0
35.0
35.5
35.5
35.5
35.5
45.5
45.5

40.0
40.0
40.0
40.0

57.0
57.0
57.0
57.0
57.0

4°05’
3°24’
2°54’
2°33’
2°15’
1°59’
1°47’
1°56’
1°40’

9°23’
7°47’
6°39’
5°47’

8°12’
6°48’
5°49’
5°08’
4°30’
4°00’
3°36’
3°53’
3°20’

14°10’
11°44’
10°00’
8°47’

-
-
-
-
-

60.0
60.0
60.0
60.5
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-

-
-
-
-

75.5
75.5
75.5
75.5
75.5

-
-
-
-

7°15’
6°27’
5°47’
4°51’
4°11’

-
-
-
-

9°38’
8°33’
7°40’
6°27’
5°33’

-
-
-
-

-
-
-
-
-

有効長
（m）

許容（レベル1）
抜出し長（mm）

RSJS RSJA RSJB RSJS RSJA RSJB
曲げ角度（°） 抜出し長（mm）

RSJS RSJA RSJB RSJS RSJA RSJB
曲げ角度（°）

最大（レベル2）

レジンコンクリート管RS形の抜出し長及び曲げ角度

レジンコンクリート管RT形（RM形）の抜出し長及び曲げ角度
呼び径
（mm）

有効長
（m）

許容（レベル1）
抜出し長（mm）

RSJS RSJB RJC RSJS RSJB RJC
曲げ角度（°） 抜出し長（mm）

RSJS RSJB RJC RSJS RSJB RJC
曲げ角度（°）

最大（レベル2）

250（290）

300（340）

350（390）

400（440）

450（490）

500（540）

600（650）

700（760）

800（840）

900（950）

1000（1060）

1100（1160）

1200（1270）

1350（1420）

1500（1580）

1650（1710）

2.00

2.00

2.43

2.43

2.43

2.43

2.43

2.43

2.43

2.43

2.43

2.43

2.43

2.43

2.43

2.43

17.7

17.7

17.7

17.7

17.7

17.7

22.7

22.7
-

-

-

-

-

-

-

-

50.0

50.0

57.0

57.0

57.0

57.0

57.0

57.0

2°58’

2°33’

2°15’

1°59’

1°47’

1°37’

1°45’

1°31’

5°57’

5°08’

4°30’

4°00’

3°36’

3°16’

3°32’

3°02’

10°11’

8°47’

9°38’

8°33’

7°40’

6°59’

5°53’

5°03’

6°51’

6°04’

5°27’

4°59’

4°33’

4°06’

3°41’

3°21’

注1.呼び径の（　）内は、RM形を示す。
注2.推進力伝達材を含んだ許容開口長及び最大開口長は、上表に以下の推進力伝達材の厚さをプラスした数値とする。管径200～500：3mm、管径600～700：5.5mm、管径800以上：10mm

97.0

97.0

97.0

97.0

97.0

97.0

97.0

97.0

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

8°24’

7°15’

7°15’

6°27’

5°47’

5°15’

4°26’

3°48’

35.5

35.5

35.5

35.5

35.5

35.5

45.5

45.5

111.5

111.5

111.5

111.5

111.5

112.2

112.2

112.2

60.5

60.5

75.5

75.5

75.5

75.5

75.5

75.5

5°58’

5°16’

4°44’

4°20’

3°57’

3°33’

3°11’

2°54’

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

RS形

RT形

管の種類

RM形

呼び径 管の自重
W（kN/m）

管の有効断面積
Ae（㎡）

管の許容耐荷力
Fa（kN）

200
250
300
350
400
450
500
600
700
290
340
390
440
490
540
650
760
840
950
1060
1160
1270
1420
1580
1710
250
300
350
400
450
500
600
700
800
900
1000
1100
1200
1350
1500
1650

0.468
0.570
0.671
0.829
1.032
1.257
1.543
2.014
2.542
0.771
0.945
1.166
1.408
1.711
1.999
2.628
3.335
3.660
4.472
5.361
6.278
7.320
9.211
11.387
15.178
1.137
1.379
1.667
1.977
2.348
2.705
3.687
4.819
4.772
6.039
7.456
8.576
10.250
12.497
15.562
18.661

0.0150
0.0183
0.0217
0.0257
0.0327
0.0413
0.0526
0.0698
0.0905
0.0247
0.0311
0.0389
0.0482
0.0604
0.0719
0.0913
0.1192
0.1251
0.1571
0.1927
0.2300
0.2726
0.3277
0.4172
0.5686
0.0417
0.0512
0.0621
0.0746
0.0899
0.1046
0.1404
0.1880
0.1766
0.2297
0.2897
0.3365
0.4084
0.4800
0.6107
0.7270

375
457
542
642
817
1032
1315
1745
2262
741
933
1167
1446
1812
2157
2739
3576
3753
4713
5781
6900
8178
9831
12516
17058
1251
1536
1863
2238
2697
3138
4212
5640
5298
6891
8691
10095
12252
14400
18321
21810

（参考）

外圧 外圧

外圧のみ作用 内水圧のみ作用 内外圧複合作用

引張

引張引張

引張

圧縮 圧縮

圧縮

圧縮

内水圧

引張

引張

引張 内水圧

引張 引張

軸方向許容耐荷力：1446kN
軸方向耐圧試験値：4610kN（破壊）

RM形440φ

軸方向許容耐荷力：5781kN
軸方向耐圧試験値：9000kN（異常なし）

RM形1060φ

単位：kN/ｍ外圧強さ

軸方向許容耐荷力

推
進
工
法
用
レ
ジ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管

推
進
工
法
用
レ
ジ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管



開
削
工
法
用
レ
ジ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管

開
削
工
法
用
レ
ジ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管

外圧強さ

200

250

300

350

400

450

500

600

700

800

呼び径

■外圧管

B形／ヒューム管のB形に類似した継手構造になっております。

(JSWAS K-11-1998)外圧管の形状及び寸法

単位:kN/m（kgf/m）

23（2345）

24（2447）

26（2651）

30（3059）

34（3467）

36（3671）

41（4181）

45（4589）

47（4793）

49（4997）

B 形

外 圧 荷 重

200

250

300

350

400

450

500

600

700

800

呼び
径

内径
D

管厚
T

有効長
L

参考
重量
（kg）

D1 D2 D3 D4 ℓ1 ℓ2

200

250

300

350

400

450

500

600

700

800

242

296

352

408

468

520

580

690

802

912

238

292

348

404

464

516

576

686

798

908

226

280

333

390

450

502

560

670

780

890

272

330

390

450

514

570

636

756

880

990

15

17

19

23

28

30

34

40

47

52

50

69

92

129

216

259

326

460

634

799

70
27 2000

2430

30

35

80

85

95

100

75

●呼び形700以上の規格はJRPA規格によります。

■B形 JSWAS K-11-1998 単位:mm

①国道・県道下に布設する剛性管で腐食対策を講じる管渠
②下水処理場、食品工場排水用管渠
③温泉水が流れる管渠
④海岸部等で塩害対策を講じる必要がある管渠

開削工法用レジコンクリート管の利用環境



レジンコンクリート製マンホールの種類
0号（内径750φ）～4号（内径1800φ）

レジンコンクリート製マンホールの特徴
①耐薬品性に優れている
②遮塩性に優れている
③耐摩耗性が良い
④高強度で施工性が良い
⑤経済性が良い
⑥維持管理性が良い

下水道用レジンコンクリート製マンホール新設

●挿入したレジンマンホール単体で自立強度を
　確保
●新規布設のレジンマンホールと同等の耐酸性能
●耐震レベル1、2地震動に適応
●特殊技術・特殊機械が不要

RMI工法の特徴
①施工性
• 円形1号（φ900）、円形2号（φ1200）、円形3号（φ1500）マンホールの更生が
  可能です。
• インバートを超えない範囲での通常の流水下で施工が可能です。

②耐酸性
• 更生用レジンマンホールは、「下水道用レジンコンクリート製マンホール
  （JSWAS K-10）」と同等の耐酸性を有します。

③耐荷能力
• 更生用レジンマンホールは、「下水道用レジンコンクリート製マンホール
  （JSWAS K-10）」と同等の軸方向耐圧強さ及び側方曲げ強さを有します。

④水密性
• 外水圧0.1Mpaに耐える水密性を有します。

⑤耐震性
• 更生用レジマンホールは、単体で耐震性を有します。
• 耐震計算は、下水道施設耐震計算例－管路施設編－（2015年版
  （社）日本下水道協会）に基づいて行います。

RMI工法※特許取得更生（自立）

 

調整リング

頂版

直壁（上段）

連結リング

直壁（下段）

グラウト材

既設
マンホール

レベル調整材

バックアップ材
急結セメント

エポキシ充てん接着剤

直壁接合詳細図

管口詳細図

連結リング

エポキシ充てん接着剤

緊結ボルト 

接着剤 
止水テープ 

直壁目地材 

緊結バンド 

※内側からの緊結にも対応できますので別途ご相談下さい。

直壁目地材 

止水テープ 

緊結ボルト 

緊結バンド 

接着剤 

頂版 

調整リング 

流出管 

目地用樹脂パテ 

セメントモルタル 

インバートモルタル
（ポリマーセメントモルタル）

舌付ワッシャー 

調整モルタル又は
無収縮モルタル  

受枠ボルト 

はしご 

直壁 

管取付壁 

流出管 

接着剤 

底版 インバートコンクリート 

止水テープ 

30mm

レベル調整材

※レベル調整材の最小打設厚さは30mm以上として下さい。

インバート詳細図

(JSWAS K-10-2008)

（建築技術審査証明事業 下水道技術 第1313号）


